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【⽬的と⽅法】2020 年新型コロナウィルス感染が全国で発⽣した。この間、愛媛県内の救急告⽰病院
では救急⾞搬⼊患者数が減少しているとの情報があった。これが県⺠がコロナ感染症罹患を恐れる余
り、本来要請するべき 119 通報を控えているのか、不必要な 119 通報を控えた結果救急⾞の適正利⽤
につながっているのかを検討するために、県内消防本部の 2019 年（以下、19 年）と 2020 年（以下、
20 年）3〜6 ⽉の救急搬送記録を両年で⽐較した。 
 
【結果】両年の救急搬送数総数は 19 年 20,518 ⼈から 20 年 17,931 ⼈へと、12.6％減少した。急病患
者に限ると、19 年 12,417 ⼈から 20 年 11,055 ⼈へと 11.0％減少。軽症患者の⽐率は 19 年 47.4％か
ら 20 年は 44.4％へとやや低下（急病患者だけでは 49.9％から 47.5％に）。年齢層別の増減率は、10 歳
未満-40.4％、10〜19 歳-33.3％、20〜69 歳-15.1％、70 歳以上-7.2％であった。重症度別の増減率は、
軽症では-18.1％、中等症-7.7％、重症-8.7％、重篤及び死亡-3.2％であった。 
 
【考察及び結語】愛媛県の救急搬送患者は新型コロナウィルス感染症流⾏に伴い約 13％（急病のみで
は 15％）の減少をみた。減少率が⾼かったのは 20 歳未満及び軽症患者であり、重症及び死亡患者の
実数は微減であった。2020 年 3〜6 ⽉、愛媛県においては新型コロナウィルス感染症流⾏に伴い主に
軽症傷病者において救急⾞の利⽤が控えられたが、それが重篤な傷病者の実数の増加にはつながらな
かったとみられる。 
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 市⽴⼋幡浜総合病院 越智です。「新型コロナ

ウィルス感染症流⾏」と題してお話します。 

 

⽬的です。2020 年、新型コロナウィルス感染

症患者が全国で発⽣し、同年４⽉には緊急事態

宣⾔が発令されました。この間、愛媛県内の救

急告⽰病院では救急⾞搬⼊患者数が減少してい

るとの情報がありました。これが、県⺠がコロ

ナ感染症罹患を恐れる余り、本来要請するべき

119 通報を控えているのか、結果的に不必要な

119 通報を控え、救急⾞の適正利⽤につながって

いるかを検討したいと考えました。 

 

⽅法です。愛媛県内各消防本部の 2019 年前半

の⽉別搬送傷病者数と本年同期間の⽉別データ

を⽐較しました。⼀つは搬送傷病者数の実数

で、もう⼀つは軽症傷病者の⽐率です。 

全例および急病のみでの検討、年齢層別、重症

度別および消防本部別の検討を⾏いました。 
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結果です。 

全県の救急搬送数総数は 19 年 20,518 ⼈から 20 年

17,931 ⼈へと、12.6％減少しました。重症度別には軽症

の減少率が最も⼤きく 18.1％、中等症は 7.7％、重症は

8.7％、重篤・死亡は 3.2％減少していました。 

急病のみで⽐較しますと、19 年 12,417 ⼈から 20 年

11,324 ⼈へと、8.8％減少しました。重症度別にはここ

でも軽症の減少率が最も⼤きく 15.2％、中等症は

3.2％、重症は 0.7％、重篤・死亡は 3.5％の減少にとどま

りました。 

 

重症度別の傷病者の⽐率は、軽症傷病者の⽐率は 19 年

47.4％が 20 年 44.4％に 3.0 ポイント減少し、中等症は

2.2 ポイント、重症は 0.5 ポイント、重篤と死亡は 1.2 ポ

イント、それぞれ増加しました。 

急病のみで⽐較しますと、軽症傷病者の⽐率は 19 年

49.9％が 20 年 47.5％に 2.4 ポイント減少し、中等症は

0.9 ポイント、重症は 1.2 ポイント、重篤と死亡は 0.2 ポ

イント、それぞれ増加しました。 
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年齢層別には０〜９歳の減少率は 40.4％で最

⼤、10〜19 歳は 33.3％、20〜69 歳は 15.1％、70 

歳以上は 7.2％で最⼩でした。 

急病のみですと、０〜９歳の減少率は 22.3％で、

10〜19 歳は 30.3％、20〜69 歳は 13.8％、70 歳

以上は 7.4％で最⼩、10〜19 歳が最⼤でした。 

 

重症度別には軽症の減少率が 18.1％で最も⼤

きく、中等症は 7.7％、重症は 8.7％、重篤・死亡

は 3.2％でした。 

急病のみですと、軽症の減少率が 15.2％で最も

⼤きく、中等症は 8.9％、重症は 0.7％増、重篤・

死亡は 3.5％でした。 

消防本部ごとの２年間の搬送傷病者数の⽐較で

す。全例では搬送数の少なかった E 消防のみ増

加、急病のみでは 14 消防中 11 消防で搬送数が減

少しました。 
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消防本部ごとの２年間の軽症傷病者の率の⽐較

です。全体では 47.4％から 3.0 ポイント低下、急

病全体では 49.9％から 2.4 ポイント低下してい

ます。搬送数の少なかった E 消防のみ軽症傷病者

の率が上昇しています。 

 

 早期から新型コロナウィルス感染症が出たＭ

消防では軽症傷病者の率が 54.6％から 22.3 ポイ

ントの低下をみました。K 消防ではわずかです

が、率が上がっていました。 

愛媛県の救急搬送患者は新型コロナウィルス感

染症流⾏に伴い 12.6％、急病のみでは 8.8％の減

少をみました。減少率が⼤きかったのは 20 歳未

満及び軽症患者であり、重症及び死亡患者の実数

は微減でした。2020 年 3〜6 ⽉、愛媛県において

は新型コロナウィルス感染症流⾏に伴い主に軽

症傷病者において救急⾞の利⽤が控えられたが、

それが重篤な傷病者の実数の増加にはつながり

ませんでした。 
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コロナまん延２年⽬となる本年も同様の調査を

計画をしており、皆様にはご協⼒をお願いしま

す。 

１． 注⽬点としては、昨年同様、救急⾞利⽤控

えがみられるか？ 逆にコロナ感染者増

加に伴い、搬送数が増加しているか？ 

２． 全消防本部から 10 歳刻みのデータをいた

だきたいと思います。 

３． コロナとは無関係に軽症傷病者の⽐率が

⾼い消防本部がありましたので、ご検討を

お願い致します。 

 

 結語はスライドに⽰す通りです。 

ご静聴有難うございました。 

 


